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土
浦
〓
最
校
歌

堀
　
越
　
　
　
晋
　
作
詞

尾
　
崎
　
楠
　
馬
　
作
曲

一
、
沃
野
一
望
数
百
里
　
関
八
州
の
重
鎮
と
て

そ
そ
り
立
ち
た
り
筑
波
山
　
空
の
碧
を
さ
な
が
ら
に

湛
え
て
寄
す
る
漣
波
は
　
終
古
漁
ら
ぬ
霞
浦
の
水

二
、
春
の
珊
生
は
桜
川
　
其
の
源
の
香
を
載
せ
て

流
に
浮
ぶ
花
筏
　
産
の
枯
葉
に
秋
立
て
ば

渡
る
雁
声
冴
え
て
　
湖
心
に
澄
む
や
月
の
影

三
、
此
の
山
水
の
美
を
享
け
て
　
我
に
寛
雅
の
度
量
あ
り

此
の
秀
麗
の
気
を
享
け
て
　
我
に
至
誠
の
精
神
あ
り

東
国
男
児
の
血
を
享
け
て
　
我
に
武
勇
の
気
塊
あ
り

四
、
筑
波
の
山
の
い
や
高
く
　
霞
ケ
浦
の
い
や
広
く

鳴
呼
　
桜
水
の
旗
立
て
て
　
我
が
校
風
を
輝
か
せ

亀
城
一
千
の
健
男
児
　
亀
城
一
千
の
健
男
児
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⑳
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同
窓
含
会
長
あ
い
さ
つ

幡
　
谷
　
浩
　
史

（
高
4
回
・
併
2
回
）

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て

は
、
当
会
運
営
に
対
し
ご
支
援
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
当
会
務
も
順
調
に
進

み
、
1
2
0
周
年
に
向
け
て
万
端
遺
漏
な
く

進
捗
し
て
お
り
ま
す
。

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
や
っ
て
く
る
」
伝
承

さ
れ
た
如
く
、
昨
年
9
月
の
関
東
東
北
豪
雨

（
線
状
降
雨
帯
）
　
に
よ
る
鬼
怒
川
堤
防
決
壊

（
上
三
坂
地
区
）
　
大
洪
水
は
、
常
総
地
区
の

1
／
3
が
浸
水
す
る
と
い
う
大
災
害
と
な
り

ま
し
た
。
行
政
当
局
を
は
じ
め
公
共
機
関
、

関
係
地
域
団
体
、
個
人
も
含
め
総
合
連
携
の

必
要
性
を
実
感
さ
せ
ら
れ
、
「
向
う
三
軒
両

隣
」
　
の
大
切
さ
、
日
頃
の
お
付
合
い
等
、
改

め
て
再
認
識
を
し
ま
し
た
。
一
刻
も
早
い
復

興
を
願
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
0
年
ま
で
に
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ

ト
の
進
化
に
よ
っ
て
世
界
で
7
1
0
万
人
が

職
を
失
い
、
2
0
0
万
人
の
雇
用
が
生
ま
れ

る
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で

は
、
小
売
店
販
売
員
・
レ
ジ
係
、
事
務
員
は

勿
論
の
こ
と
C
T
ス
キ
ャ
ン
等
の
画
像
の
診

断
を
す
る
放
射
線
科
医
や
弁
護
士
が
消
え
る

職
種
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
ロ
ボ
ッ
ト

は
消
費
せ
ず
税
金
も
払
い
ま
せ
ん
。
日
本
で

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
の
自
給
率
を
上

げ
、
更
に
そ
の
上
に
国
際
競
争
力
を
高
め
て

お
か
な
い
と
、
財
源
不
足
た
め
に
ロ
ボ
ッ
ト

が
使
い
た
く
て
も
使
え
ず
、
益
々
人
手
不
足

と
な
り
介
護
分
野
が
失
業
者
の
受
け
皿
に
な

る
と
い
う
事
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
地

球
温
暖
化
の
影
響
を
含
め
て
、
誰
も
予
測
す

る
事
の
出
来
な
い
こ
れ
か
ら
の
激
変
す
る
世

界
に
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す。
さ
て
、
創
立
1
2
0
周
年
事
業
で
あ
る
旧

本
館
　
（
国
重
文
指
定
）
　
大
改
修
の
施
工
業
者

が
決
定
し
、
す
で
に
工
事
も
始
ま
り
期
間
内

に
完
了
す
べ
く
鋭
意
進
行
中
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
募
金
目
標
金
額
8
千
万
円
は
未
到
達

で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
再
度
関
係
各
位
と
併

せ
、
学
年
幹
事
・
支
部
関
係
者
に
お
願
い
す

る
事
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
い
ま
一
段

の
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
そ
の

他
卒
業
生
一
同
　
（
学
年
別
）
　
の
記
念
植
樹
等

が
1
0
0
年
近
く
経
過
す
る
と
巨
木
と
な
り

旧
本
館
を
傷
め
、
維
持
費
等
の
負
担
が
大
き

く
、
今
後
の
課
題
と
な
る
の
で
、
中
庭
も
含

め
た
総
合
的
な
造
園
計
画
が
必
要
か
と
考

え
、
併
せ
て
1
2
0
周
年
に
向
け
て
邁
進
し

て
お
り
ま
す
事
を
合
わ
せ
て
報
告
い
た
し
ま

す。
今
年
度
は
名
簿
改
訂
・
発
行
の
時
期
と
な

り
、
関
係
各
位
、
特
に
学
年
幹
事
、
地
区
支

部
関
係
者
が
前
回
同
様
O
B
各
位
に
対
し
、

連
絡
や
消
息
を
把
握
す
べ
く
活
動
し
て
お
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

学
校
長
あ
い
さ
つ

学
校
長
　
横
　
島
　
義
　
昭

進
修
同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

よ
り
物
心
両
面
に
渡
り
多
大
な
る
ご
支
援
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
こ
の

春
の
文
化
部
室
及
び
新
校
旗
の
ご
恵
贈
に
つ

き
ま
し
て
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

県
内
有
数
の
大
規
模
校
・
伝
統
校
、
全
国

屈
指
の
進
学
校
で
あ
る
本
校
に
着
任
し
て
2

年
目
、
「
不
易
流
行
」
と
　
「
A
T
G
　
（
明
る

く
・
楽
し
く
・
元
気
よ
く
）
　
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
尽
力
す
る
所
存
で
す
。
皆
様
方
の
お
力
添

え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
本
校
全
日
制
で
は
、
特
に
力
を
入

れ
て
い
る
の
が
、
「
高
い
知
性
」
と
「
豊
か

な
人
間
性
」
を
兼
ね
備
え
た
「
社
会
の
役
に

立
つ
人
材
」
　
及
び
　
「
国
際
的
に
活
躍
で
き
る

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
　
の
育
成
で
す
。

「
社
会
の
役
に
立
つ
人
材
」
育
成
の
た
め

の
　
「
高
い
知
性
」
獲
得
に
当
た
っ
て
は
、
授

業
第
丁
王
義
を
掲
げ
学
力
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
平
成
2
8
年
度
入
試
で
は
、

東
大
合
格
1
8
人
　
（
全
国
公
立
高
校
第
1
0
位
）

な
ど
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
豊
か
な
人
間
性
」
を
養
う
た
め
、

部
活
動
や
委
員
会
活
動
を
積
極
的
に
奨
励
し

て
い
ま
す
。
部
活
動
加
入
者
数
は
県
内
3
位

で
あ
り
、
テ
ニ
ス
部
が
高
校
総
体
県
大
会
で

優
勝
、
硬
式
野
球
部
が
夏
の
県
大
会
3
回
戟

進
出
と
な
り
ま
し
た
。
本
校
自
慢
の
一
高
祭

な
ど
三
大
行
事
は
、
生
徒
主
体
の
企
画
運
営

の
伝
統
が
力
強
く
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

「
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
」
育
成
は
、
文
科
省
の
　
「
S
G
H
　
（
ス
ー

パ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
　
」

の
研
究
指
定
を
受
け
3
年
目
。
生
徒
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
や
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
海
外

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
の
活
動
を
通
し
て
、

考
え
る
力
や
伝
え
る
力
、
英
語
力
を
磨
く
と

と
も
に
、
視
野
を
広
げ
驚
く
ほ
ど
大
き
く
成

長
し
て
い
ま
す
。
学
校
全
体
が
活
力
に
満

ち
、
ま
た
高
校
入
試
の
志
願
倍
率
が
上
が

り
、
一
高
の
進
む
べ
き
新
た
な
方
向
性
が
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

次
に
、
創
設
6
8
年
を
迎
え
る
本
校
定
時

制
。
生
徒
数
1
0
2
人
と
小
規
模
で
す
が
、

志
願
倍
率
が
高
く
人
気
校
で
す
。
剣
道
部
の

全
国
ベ
ス
ト
8
な
ど
活
発
な
部
活
動
や
楽
し

い
学
校
行
事
が
数
多
く
あ
り
、
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
、
温
か
い
給
食
が
大
き
な
魅
力

で
す
。
こ
の
春
の
卒
業
式
で
は
、
県
内
最
高

齢
　
（
8
5
歳
）
　
の
卒
業
生
が
答
辞
を
述
べ
感
動

と
勇
気
を
与
え
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し

た。
今
後
と
も
魅
力
向
上
に
努
め
信
頼
さ
れ
る

学
校
作
り
に
取
り
組
み
、
本
校
発
展
の
た
め

精
一
杯
努
力
す
る
所
存
で
す
。
皆
様
方
か
ら

の
さ
ら
な
る
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
進
修
同
窓
会
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご

活
躍
を
祈
念
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

尚
、
本
校
の
魅
力
を
身
近
に
実
感
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
本
校
H
P
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
い
た
し
ま
し
た
。
是
非
ご
覧
下
さ
い
。
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覇＿・誌圃

旧
本
館
耐
震
改
修
工
事

旧
本
館
改
修
工
事
に
備
え
、
昨
年
1
1

月
か
ら
旧
本
館
内
部
の
展
示
資
料
等
の

整
理
を
、
職
員
や
同
窓
会
旧
本
館
活
用

委
員
が
中
心
と
な
り
進
め
ま
し
た
。
続

い
て
そ
れ
を
文
化
財
専
門
の
業
者
の
手

に
よ
り
、
体
育
館
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
や

本
館
空
き
教
室
へ
収
納
す
る
作
業
を
行

い
ま
し
た
〔
〕
　
工
事
完
了
後
、
再
度
展
示

す
る
た
め
に
、
資
料
の
保
存
状
態
に
留

意
し
っ
つ
、
慎
重
に
も
慎
重
を
期
し
て

保
管
に
心
が
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
、
本
年
6
月
か
ら
、
平
成

3
0
年
6
月
の
完
工
を
期
し
て
、
旧
本
館

の
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年

1
0
月
中
旬
の
工
事
状
況
は
、
写
真
で
見

て
頂
い
て
い
る
通
り
、
内
部
の
床
や
腰

板
を
取
り
外
し
た
状
態
で
す
。
こ
れ
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
材
を
、
元
通
り
に
戻
す

必
要
か
ら
、
番
号
を
付
け
る
等
の
憤
重

な
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
外
観
は
、
全
体
に
足
場
が
組

ま
れ
、
屋
根
瓦
を
撤
去
し
新
た
に
天
然

の
瓦
　
（
国
産
の
も
の
は
入
手
困
難
の
た

め
、
カ
ナ
ダ
産
を
使
用
）
　
で
葺
く
た
め

に
、
建
物
全
体
が
覆
い
屋
で
保
護
さ
れ

て
い
ま
す
。

創
立
1
2
0
周
年
に
あ
わ
せ
て
、
平

成
2
9
年
に
完
工
し
、
同
時
に
記
念
式
典

を
執
り
行
う
の
が
本
筋
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
先
に
触
れ
ま
し
た
通
り
、
平
成

3
0
年
6
月
完
工
の
予
定
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
記
念
式
典
は
平

成
2
9
年
1
1
月
1
8
日
に
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
既
に
ご
案
内
の
通
り
、

改
修
工
事
等
の
為
に
、
同
窓
生
の
皆
様

に
8
千
万
円
を
目
標
と
し
た
浄
財
の
ご

寄
付
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
1
0

月
末
現
在
で
、
寄
付
金
額
は
は
6
千
万

円
強
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
予
定
し
た
工
事
等
を
進

め
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
も
予
想

さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
ご
賢
察
の
上
、

本
会
報
と
と
も
に
お
送
り
致
し
ま
し
た

振
り
込
み
用
紙
に
て
、
ご
寄
付
賜
り
ま

す
よ
う
、
あ
ら
た
め
ま
し
て
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

同
窓
会
が
新
校
旗
を
寄
贈

創
立
1
2
0
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
2
月
2
9
日
に
新
校
旗
の
寄
贈
式
が

開
か
れ
、
全
校
生
徒
を
前
に
大
曾
根
宏

亮
副
会
長
か
ら
横
島
義
昭
校
長
に
新
校

旗
が
手
渡
さ
れ
、
お
披
露
目
さ
れ
ま
し

た。
1
9
5
7
年
に
作
ら
れ
た
校
旗
は
、

修
繕
が
不
可
能
な
く
ら
い
痛
み
が
ひ
ど

い
た
め
、
新
調
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
新
校
旗
も
、
同
じ
図
案
で
、
サ
ク

ラ
の
花
び
ら
と
流
水
の
校
章
を
細
や
か

に
刺
繍
し
た
も
の
で
す
。

横
島
校
長
は
、
「
校
歌
の
　
『
桜
水
の

旗
立
て
て
我
が
校
風
を
輝
か
せ
』
　
の
通

り
、
ま
す
ま
す
校
旗
を
高
く
高
く
打
ち

立
て
て
一
高
を
輝
か
せ
て
い
き
た
い
。
」

と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
新
校
章
旗
　
（
1
4
0

c
m
X
2
1
0
c
m
）
　
が
太
田
親
伯
生
徒
会

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
校
章
旗

は
県
の
高
校
総
体
総
合
開
会
式
等
で
使

わ
れ
ま
す
。

同
窓
会
が
部
室
を
恵
贈

文
化
部
振
興
の
た
め
の
「
文
化
部
室
」

が
、
4
月
9
日
の
同
窓
会
総
会
当
日
に
、

同
窓
会
か
ら
恵
贈
さ
れ
ま
し
た
。
旧
本

館
を
練
習
場
に
活
動
し
て
い
た
吹
奏
楽

部
と
弦
楽
部
は
、
旧
本
館
の
改
修
工
事

に
伴
い
練
習
場
所
が
な
く
な
る
た
め
、

同
窓
会
に
支
援
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
創
立
1
2
0
周
年
記
念
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
文
化
部
室
を
体
育
館
の

東
側
ピ
ロ
テ
ィ
に
建
設
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
完
成
し
た
部
室

で
、
幡
谷
浩
史
会
長
か
ら
横
島
義
昭
校

長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
幡
谷

会
長
か
ら
は
、
「
こ
れ
か
ら
は
遠
慮
な

く
音
を
出
し
て
、
大
い
に
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
激
励
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
の
相
島

優
里
部
長
は
　
「
こ
の
す
ぼ
ら
し
い
練
習

環
境
の
下
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
き

た
い
。
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
ま

し
た
。
寄
贈
式
の
あ
と
、
吹
奏
楽
部
と

弦
楽
部
に
よ
る
感
謝
の
演
奏
会
が
行
わ

れ
、
出
席
し
た
同
窓
会
員
は
音
色
を
楽

し
み
ま
し
た
。

こ
高
祭
実
行
委
員
会
が

同
窓
会
に
寄
付

創
立
1
2
0
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
着
工
さ
れ
る
　
「
旧
本
館
」
耐
震

補
強
工
事
費
用
に
役
立
て
て
も
ら
う
目

的
で
、
代
表
生
徒
が
幡
谷
浩
史
会
長
に

寄
付
金
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
第
6
9
回
一

高
祭
で
生
徒
が
作
製
し
た
T
シ
ャ
ツ
や

タ
オ
ル
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
な
ど
の
記

念
グ
ッ
ズ
及
び
応
援
指
導
部
O
B
会
作

製
の
ネ
ク
タ
イ
や
ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
な
ど

を
販
売
し
た
売
上
金
の
一
部
の
目
録

を
、
来
年
の
〓
筒
祭
実
行
委
員
長
岡
野

崇
史
君
、
副
委
員
長
関
博
華
君
が
幡
谷

会
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
幡
谷
会
長
は

「
大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
気
持
ち
を
多
く
の
同
窓
生
に

伝
え
た
い
。
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。



第73号　　　　　　　　　　土浦一高進修同窓会会報　　　平成28年12月1日（木）（6） 

摩■‾一°J 　　　■■■－●一一 　　　●●一●●－■ 　　　●■一一一■■ 　　　●■■●－●一一 　　　国風 　　　■■■■－●●－ヽ 時ポ三すま見く校水 　　和ヽ 

■■■●一●●－ 　　　　　　■ノ■－●●一 箪だ警 護産後 任し土 をま浦 

て式任　だおしきみ得末うでたのま　相のにこしがすに応で　結てたみいる親習出員りをしこを先年命 

し京　し式設たの題て入もの撞クの緒を徒すえ試のの立　たを一くに反22旬いつまい　れと向あそまわ た大最まの間らでき’れ．ら漠しラでに兄がごる験は予つ大0指方っ吊応号か、いずよ2ていをたのした 附鮎肺冊棚 

子て たぬしに ひくん2 りいほ 守守まど 



（7）平成28年12月1日（木）　　土浦一高進修同窓会会報　　　　　　　　　　　第73号 ‾「 紆冨章一 引－－．藁● 

に勉㌧　　　　　　　　て⑳ 　　　　　　　　」 　　　　　　　　隆 

2222 0000 6537 長長設業部卒 社 



第73号　　　　　　　　　　土浦一高進修同窓会会報　　　平成28年12月1日（木）（8） 

島致窓お画贈120事に創あよが頂よ役一戸事者同に会者義治知施時i）閲に 　　　● 　　　0 　　　B 

欄間巧 t 嶋、▼■ 潰 し1トーン亡 由■■iから 踵軍・ 

た語と　き育なロ躍世発横いるた浦お　感が括　　り　4史回ナ信進す躍りの　本金高　　巾番 

l L二人1 ＼ 粥・ 

県 外 

りす姉■ まるち tL我や ー■■た々ん 篭・○窒雲 　上学 　に校 　も） ・こ高に ，．定．ま対 



（9）平成28年12月1日（木）　　土浦一高進修同窓会会報　　　　　　　　　　　第73号 

東泉遠類考量冨ヲ誓第享些墓誌霊蔓至芸警告些菟年巌莞∬竺富今霊 　　　校 　　　ヽヽ 

．唱＿∴∴一一‡習蒜覇尋賄孟冨婁嗣蓮華菱真金㌔芸宗だ ∴こノ 、l ・lミ 】・・一・・蔽．電′J‡・，‾毒 」 洩定． ノご：・一・一か1＿ 

ア ’立室ムカ生るでまと究）国已 

ー 　　　′J皐i 0の科54本主 国の回年任 芽警至芸藤にプた一　、才 のいと語田 様う申科　い研のは講活’ラン’議護岳 子こし主大と究経学義躍「り日シ論と壱 

を　と　ま任輔　　　　　　　思を験ぶ　　をすグア本ド　し　臼で 

よ統て学のよにをす成がく　な　　るやンあ　ぐでま報り連ごが　本年真（5当津（5　日1ま 

出船据拙 
いる’せは心る　う　力ま作す多こ　　れ間　ヨ　もす重り情下で年す　・2川夫校担久子校年・り 



第73号　　　　　　　　　　　土浦一高進修同窓会会報　　　平成28年12月1日（木）（10） 

慧警‡圭藁璧姦三l±二二号；蓋姦貴重主要等重義誓孟蓋三軍歪垂忘葺 榊蔓晶：宰　闇 室曇…孟曇三　一題と教ふりの0いい 部活色ソなニ 員動い7いスています 

ま消いえばれれ0対で行泊　　し部開聞チでる　　習テ前い練を　コ　は期1ム学3　川横す動計1 

蘭妄瀧夏至重要酢甜要義芋禦主幣据輔 童墓室麦藁姦警墓甜姜精墓警重宝摺√，遮・由廟イ 買蔓慧警萱彗彗鞭菅妄誓姦霊雪萎警0‘、＿：塑整㌻ 

三軍‾丁里－■1－げ全会て県会（も東選で度のれ 　ま国で開予に2’県に関ものて戦 ・古郡雪雲蔓至芸肇 0号㌍そ品全盲三－ご覧華美芸‡雲霞芸蓋等壷蓋誓讐 

思祭て措て大山ん山　　二し　ものをかと全　－すう資が金と　し同事校生施就 
つ）いい’き崎を峠道　た立東こけが校生　　ウなを文の　して士を行徒し職 

照．．・ 一∵∴オー‾・＿・ 

のな　　みドバ球　四　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バ　　剣柔卓ち四に　　三 ド道道球取種は六 　き部部部る目’月県 ／こ十五五定 バ筆喜野鞘 　ダシシ 指珊識扁 



（11）平成28年12月1日（木）　　土浦一高進修同窓会会報

私立大学

平成28年度入試合格状況

国公立大学

大　学 �合格者 �新　卒 

青山学院大 �17 �10 

学　習　院　大 �9 �4 

慶　応　大 �25 �7 

国際基督大 �3 �3 
上　智　大 �9 �6 

中　央　大 �30 �13 

津　田　塾　大 �5 �4 

東京女子大 �5 �1 

日本女子大 �6 �4 

東京理科大 �73 �32 

明　治　大 �52 �32 

立　教　大 �19 �15 

早　稲　田　大 �55 �31 

法　政　大 �34 �18 

北　里　大 �9 �4 

芝　浦　工　大 �13 �6 

日　本　大 �27 �15 

立　命　館　大 �5 �1 

そ　の　　他 �140 �74 

私　立　大　計 �536 �280 

合格者総数 �713 �394 

大　学 �合格者 �新　卒 

金　沢　大 �1 � 

信　州　大 �5 �4 

静　岡　大 �1 � 

浜松医科大 �1 � 

名　古　屋　大 �2 � 

名古屋工業大 �1 � 

京　都　大 �3 �1 

大　阪　大 �5 �2 

神　戸　大 �2 �2 

広　島　大 �1 � 

山　　口　大 �1 � 

熊　本　大 �1 � 

大　分　大 �1 � 

宮　崎　大 �2 � 

秋田県立大 �1 �1 

首都大東京 �2 �1 

国公立大計 �177 �114 

（うち医学科） �17 �6 

＊新卒は内数です

大　学 �合格者 �新　卒 

旭川医科大 �1 � 

北　海　道　大 �11 �8 

東　北　大 �12 �6 

秋　田　大 �2 �2 

茨　城　大 �16 �‘⊥15 

筑　波　大 �47 �37 

宇　都　宮　大 �1 �1 

群　馬　大 �2 �1 

埼　玉　大 �2 �2 

千　葉　大 �9 �7 

お茶の水女子大 �7 �5 

電機通信大 �1 �1 

東　京　大 �18 �7 

東京医科歯科大 �1 �1 

東京海洋大 �1 �1 

東京外国語大 �2 �2 

東京学芸大 �4 �2 

東京芸術大 �1 �1 

東京工業大 �2 � 
一　橋　大 �2 � 

横浜国立大 �3 �3 
上越教育大 �1 �1 

富　山　大 �1 � 

東
大
・
京
大

東
工
大
・
一
橋
大

東
大
1
8
名
合
格

筑
波
大
4
7
名
で
全
国
ト
ッ
プ

進
路
指
導
部
長
　
木
村
　
幸
彦

平
成
2
8
年
度
入
試
は
、
全
教
科
で
新

学
習
指
導
要
領
の
も
と
で
実
施
さ
れ

た
。
前
年
度
は
、
過
年
度
生
に
対
し
て

は
移
行
措
置
が
と
ら
れ
た
が
、
今
年
度

は
、
移
行
措
置
の
な
い
純
粋
な
新
課
程

の
入
試
と
な
っ
た
。
大
学
生
の
就
職
状

況
の
改
善
と
新
課
程
で
の
理
科
の
負
担

増
に
よ
り
、
長
年
続
い
た
　
「
文
低
理

高
」
が
、
昨
年
あ
た
り
か
ら
沈
静
化
し

た
。
さ
ら
に
、
理
系
の
セ
ン
タ
ー
試
験

平
均
点
ダ
ウ
ン
に
よ
り
、
国
公
立
大
学

の
志
願
者
数
は
、
5
年
連
続
で
減
少
し

た
。
一
方
、
私
立
大
学
の
志
願
者
数

は
、
入
試
方
式
の
複
線
化
・
多
様
化
、

国
公
立
大
学
へ
の
敬
遠
傾
向
に
よ
る
併

願
校
の
増
加
な
ど
に
よ
り
1
0
年
連
続
で

増
加
し
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
志
願
者
数

は
、
約
5
6
万
3
千
人
で
、
前
年
度
よ
り

約
4
、
6
0
0
人
の
増
加
で
あ
っ
た
。

国
公
立
大
の
志
願
倍
率
は
4
・
6
6
倍

（
国
立
4
・
2
2
、
公
立
6
・
3
9

倍
）
で
、
前
年
度
の
4
・
6
7
倍
よ
り

や
や
低
下
し
、
5
年
連
続
の
減
少
と

な
っ
た
。
本
校
生
の
多
く
が
受
験
す
る

難
関
大
で
は
、
京
都
大
、
東
工
大
、
北

海
道
大
、
一
橋
大
、
九
州
大
が
増
加
、

東
北
大
、
名
古
屋
大
、
神
戸
大
は
や
や

減
少
、
東
京
大
は
大
幅
減
少
で
あ
っ
た

が
、
後
期
廃
止
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

難
関
大
全
体
と
し
て
は
や
や
減
少
で

あ
っ
た
。
学
部
系
統
別
で
は
、
理
系

は
、
前
年
並
み
か
ら
減
少
の
系
統
ば
か

り
で
あ
っ
た
が
、
文
系
は
、
「
社
会
」

の
大
幅
増
加
を
は
じ
め
、
「
経
済
・
経

営
・
商
」
　
「
法
」
　
「
国
際
関
係
」
な
ど

多
く
の
系
統
で
増
加
し
た
。

セ
ン
タ
ー
試
験
の
本
校
生
の
平
均
点

は
、
文
系
が
6
4
9
・
9
点
（
前
年
比

マ
イ
ナ
ス
1
5
・
6
点
）
、
理
系
が
6

4
5
・
0
点
（
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
3

1
・
3
点
）
で
、
や
や
苦
戦
し
た
が
、

例
年
通
り
、
第
一
志
望
（
主
に
難
関
国
立

大
）
を
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
挑
戦
し
た

生
徒
が
多
か
っ
た
。

入
試
結
果
に
つ
い
て
、
主
な
も
の
を

挙
げ
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

東
京
大
学
1
8
名
（
新
卒
7
名
）

京
都
大
学
3
名
（
新
卒
1
名
）

東
工
大
学
2
名
（
新
卒
2
名
）

一
橋
大
学
2
名
（
新
卒
2
名
）

東
北
大
学
1
2
名
（
新
卒
6
名
）

筑
波
大
学
4
7
名
（
新
卒
3
7
名
）

国
公
立
大
医
学
科
1
7
名
（
新
卒
6
名
）

東
大
は
昨
年
度
2
3
名
、
今
年
度
1
8
名
と

5
名
減
少
し
た
。
現
役
生
は
、
文
一
に

2
名
、
文
三
に
1
名
、
理
一
に
2
名
、

理
二
に
1
名
、
理
三
に
1
名
の
計
7
名

が
合
格
、
理
三
合
格
は
、
1
9
年
ぶ
り
で

あ
っ
た
。
地
元
筑
波
大
は
4
7
名
（
内
医

学
類
8
名
）
合
格
で
全
国
ト
ッ
プ
、
北

海
道
大
は
1
1
名
、
東
北
大
は
1
2
名
が
合

格
し
た
。
昨
年
度
よ
り
合
格
数
が
減
少

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、

現
役
生
も
過
年
度
生
も
難
関
国
公
立
大

を
目
指
す
姿
勢
を
崩
さ
ず
に
よ
く
健
闘

し
た
と
い
え
る
。
昨
今
、
高
校
・
大
学

の
教
育
改
革
及
び
高
大
接
続
の
入
試
改

革
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
今
後
は
、

よ
り
一
層
情
報
収
集
に
努
め
、
学
習
指

導
・
進
路
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い
き

たい。
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平成28年度　進修同窓会予算書
収入総領　　　12，697，000円

支出総額　　　12，697．000円

差引残額　　　　　　　　0円
【収入】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位　円

項　　目 ��予算額 �前年度予算額 �比較残額（△） �備　　考 

1 �繰　　越　　金 �2．き蛤6．035 �2．895288 �△9．253 �前年度繰越金 

2 �終　身　会　費 �60，（氾0 �餌．（X氾 �0 � 

3 �年　　会　　費 �8．脇）．0α） �8．∝沿．（X氾 �0 � 

4 �入　　会　　金 �1．750．（椒） �1．750，（X氾 �0 �3討名l全3甜・定卸）×5．冊）円 

5 �繰　　入　　金 �0 �0 �0 � 

6 �雑　　収　　入 �965 �712 �253 �預金利息 

合　　計 ��12月97．∝X） �12．706．∝旧 �△9，（X氾 � 

項　　目 ��予算額 �前年度予算額 �比較残額（△） �備　　考 

1 �総　会　補　助 �洲．㈱ �5〔札（煩） �0 �資料．会場設営等 

2 �会報発行　費 �3．4（沿，∝）0 �3．4（札∝旧 �0 �会報印刷．送料 

3 �通　　信　　費 �4（カ．00） �4（氾∝船 �0 �切手，はがき等 

4 �卒業記念品賛 �250．㈱ �250．∝旧 �0 �卒業証書用ホルダー 

5 �卒業周年記念品費 �5（カ，0∝） �5（氾（XX） �0 �卒業周年記念品 

6 �会　　議　　費 �7（刀．昭） �7∝）．∝沿 �0 �役員会．許諾月会等経費 

7 �支　部連絡費 �4（氾0∝） �4∝）．（X氾 �0 �支部会補助 

8 �生　徒　奨　励　費 �1．200．0∝） �1．5（カ，（X氾 �△3∝），∝氾 �生徒会補助．生徒会活動功労賞 

9 �生徒活動補助費 �800．（類） �1．∝札0∝） �△2〔札∝氾 �部活動補助 

10 �別　途　積　立　金 �1，500．∝氾 �1．5（M．（X氾 �0 �別途積立会計へ 

11 �慶　　弔　　費 �1（札∝氾 �100．∝旧 �0 �香料．弔電 

12 �事　務　局　費 �1．（X泊．0∝） �1．（X札（J願） �0 �担 �′者手当．郵便振替手数科等 

13 �旧本館活用事業費 �550．∝旧 �460．（X氾 �餅）．（X氾 �別 �恭内訳のとおり 

14 �海外研修旅費 �1．0∝）．（X氾 �500．（伽 �500，∝旧 �生徒海外研修引率旅費 

15 �旧本館改格促進費 �0 �100．∝氾 �△100．∝の � 

16 �予　　備　　費 �397．∝旧 �396．0（氾 �△1．（XX） � 

合　　計 ��12．697．∝X） �1乙706．（皿） �△9．∝氾 � 

※項目間の流用を認める。

上記のとおり捷案いたします。

平成28年4月9日

茨城県立土浦第一高等学校進修同窓会会長　幡谷　活史

平成27年度　進修同窓会決算書
収入稔額　　　12．421，685円

支出総額　　　　9．535．650円

差引残額　　　　2，泌6．035円（平成詣年度へ繰越）

単位　円

項　　目 ��予算額 �決算額 �比較増減（△） �備　　考 

1 �繰　　越　　金 �2．895．288 �2．895．288 �0 �前年度繰越金 

2 �終　身　会　費 �咲）．∝氾 �眉卵．∝氾 �1弧0∝） �6名 

3 �年　　会　　費 �8．（X相．00〕 �7．615．（伽 �△：娼5．（X氾 �2．317名 

4 �入　　会　　金 �1．750，∝船 �1．6（泊．㈱ �△90．（X旧 �新会員　計332名×5．∝氾円 

5 �繰　　入　　金 �0 �0 �0 � 

6 �寄　　付　　金 �0 �0 �0 � 

7 �雑　　収　　入 �712 �1．397 �随5 �預金利息 

合　　計 ��12，706．（X氾 �12．421，685 �△284．315 � 

ご寄付者名 

項　　目 ��予算額 �決算衝 �残額（△） �備　　考 

1 �総　会　補　助 �5（泊．（X氾 �303．276 �196，724 �稔会資料．会場設営等 

2 �会報発行　費 �3．4（対．㈱ �3．447．078 �△47．078 �会報印刷．発送 

3 �通　　碍　　費 �4∝l．∝旧 �57．809 �342，191 �切手．はがき 

4 �卒業記念品費 �250．（X氾 �252．108 �△2．108 �卒業盲正音ホルダー 

5 �卒業周年記念品費 �5（札（X氾 �5（札（X氾 �0 �卒業周年 �己念品積立 

6 �会　　議　　費 �7（泊．（X氾 �245．029 �4諷971 �役員会． �議員全経費 

7 �支　部　連　絡　費 �4（札（H） �260．（加 �140．（X氾 �支部会補助 

8 �生徒　奨勒　費 �1．5（氾．（X沿 �1．2（札（X氾 �300．（X氾 �生徒会補助 

9 �生徒活動補助費 �1．（X札∝氾 �473．658 �526．342 �各部活動用品 

10 �別　途積　立　金 �1．5（カ，00） �1，5（札（X氾 �0 �別途積立金会計へ 

11 �慶　　弔　　費 �1（n（X氾 �0 �100．（郁 � 

12 �事　務　局　費 �1．（X札（X抑 �864．274 �135．726 �担当者手当．郵便振替手数料等 

13 �旧本館活用事業費 �460，（X泊 �215．040 �244．960 �事務閂品等 

14 �海外研修旅費 �5（刀，∝氾 �217．378 �282．622 �生徒海外研修諸層習 

15 �生徒活動特別補助費 �0 �0 �0 � 

16 �旧本館改修促進費 �1（札（X氾 �0 �100．0∝） � 

17 �予　　備　　費 �396．0（旧 �0 �396．0∝） � 

合　　計 ��12．706．0∝） �9．535，650 �3，170．350 � 

上記のとおり決算しました。

平成28年3月31日

茨城県立土浦第一高等学校進修同窓会会長　幡谷　浩史

監査の結果上記のとおり相違ないことを認めます。

平成27年3月31日

矢川鈴倉櫻大大鴻鈴竹高草富飯豊長山
久

口上木持井塚保巣木井山苅永村崎戸田

由　　正正忠健　　　義茂　　宏道　　利　　隆
紀
子弘人男男司博茂人雄了明也弘明琴士

⑳
⑳
⑳

郎
作
寿

士
寛
奉

木
立
井

熊
足
松

草
事
事

監
監
監

平
成
2
9
年
度
進
修
同
窓
会
総
会
の
御
案
内

次
年
度
進
修
同
窓
会
・
卒
業
周
年
記
念
祝
賀
式
は
、
次
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

一
、
期
日
　
平
成
2
9
年
4
且
9
日
八
日
）
午
後
1
時
～

二
、
場
所
　
土
浦
第
一
高
等
学
校
体
育
館

卒
業
周
年

記
念
祝
賀
式

卒
業
6
0
周
年
高
9
回
、

卒
業
5
0
周
年
高
1
9
回
、

卒
業
4
0
周
年
高
2
9
回

卒
業
2
5
周
年
　
高
亜
回

卒
業
1
5
周
年
　
高
5
4
回

走
7
回

走
1
7
回

理
6
回
、
定
2
7
回

理
2
1
回
、
定
4
2
回

理
3
1
回
、
定
5
2
回

一
役
会
員
∵
周
年
記
念
該
当
会
貝
の
数
多
く
の
方
が
母
校
の
門
を
く
ぐ
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
費
納
入
の
ご
協
力
と
お
願
い

平
成
2
7
年
度
会
費
納
入
状
況
は
、
2
．
6
5
5
名
の

皆
様
方
か
ら
9
．
5
2
5
．
0
0
0
円
を
納
入
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

会
費
は
、
各
事
業
項
目
に
充
て
ら
れ
ま
す
の
で
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

進
修
同
窓
会
規
約
（
抜
粋
）

第
1
2
条
　
本
会
の
経
費
は
第
1
0
条
の
入
会
金
、
年
会

費
、
終
身
会
費
及
び
篤
志
寄
付
金
を
以
て
充
て
る
。

「
年
会
費
は
、
6
年
目
以
降
は
、
3
千
円
以
上
と
す

る。二
、
終
身
会
費
は
3
万
円
以
上
と
す
る
。

住
所
変
更
手
続
き
の
お
願
い

住
所
や
電
話
番
号
等
を
変
更
さ
れ
た
方
は
、
左

記
の
E
メ
ー
ル
へ
ご
送
信
下
さ
い
。
又
同
窓
会
会
員

名
簿
の
不
明
者
欄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
知
人
や
友

人
が
お
り
ま
し
た
ら
、
当
人
に
事
務
局
へ
連
絡
す

る
よ
う
お
伝
え
頂
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

進
修
同
窓
会
事
務
局

E
メ
ー
ル
s
h
i
n
s
h
u
食
t
s
u
c
h
i
u
r
a
T
F
i
b
k
．
e
d
一
j
p

F
A
X
 
O
2
9
・
8
2
6
・
3
5
2
1

編
　
集
　
後
　
記

現
在
、
旧
本
館
校
舎
（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
　
の

耐
震
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
解
体
工
事

現
場
を
何
回
か
見
学
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、

建
物
の
中
に
入
る
と
、
部
材
の
隅
々
に
ま
で
建
設
に

関
わ
っ
た
方
々
の
込
め
ら
れ
た
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
ま
た
、
私
た
ち
が
学
ん
だ
校
舎
で
も
あ

り
、
そ
こ
に
は
幾
多
の
先
輩
方
が
吸
っ
て
い
た
空
気

と
同
じ
空
気
が
漂
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
歴
史
の
重

み
を
し
み
じ
み
と
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

来
年
1
1
月
1
8
日
（
土
）
　
に
は
、
「
聞
周
年
記
念
式

典
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
工
事
は
平
成
3
0
年
6

月
頃
ま
で
続
き
ま
す
。
先
輩
達
の
　
「
心
の
ふ
る
さ

と
」
と
な
っ
て
い
る
旧
本
館
が
、
立
派
に
復
元
さ

れ
、
こ
れ
か
ら
も
土
浦
一
高
生
に
と
っ
て
、
「
心
の

拠
り
所
」
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

間
も
な
く
新
し
い
年
。
皆
様
の
益
々
の
ご
多
幸
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

□
　
　
□
　
　
□

進
修
同
窓
会
会
報
第
7
3
号

発
行
日
　
平
成
2
8
年
1
2
月
1
日

会
報
編
集
委
員
会

編
集
委
貞
長

編
集
委
員

校
内


